	交通事故への対応　―――――――――――――――――――――――――――

1．相手・スタッフの生命救済・治療優先

2．事故の程度の判断　①人身事故　②器物破損　③なし

3．警察への連絡　　　必ず事故証明書をとる

  　　　　　　　　相手がある場合どんな小さな事故でも必ず

4．管理責任者への連絡

5．保険（自転車・自動車）に関係するときは、保険会社の担当者に連絡

6．その他の賠償責任保険に関係するときは、管理責任者を通して会社に連絡

7．相手・スタッフのフォローをきちんとする

8．事故報告書を作成

対応の流れ　――――――――――――――――――――――――――――――

　直後に事故の程度の判断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　☎119、110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　（あいまいでわからないときには、管理責任者に連絡）
　直接に連絡・対応　　　　　　　　　　　　　　　

　　　●医療機関で検査・治療　　　　　　　　　　　　
　●事故証明書（警察に連絡）　　　　　　　　　　
　　　●管理責任者に連絡　　　　　　　　　　　　　　
　　　●保険会社担当者に連絡　　　　　　　　　　　　
●相手の連絡先・保険会社を確認しておく
　後日の対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●保険が関係する場合は、保険会社の担当者の指示に従う
　　　・医療費の負担（自賠責か労災かその他か）

・自動車・自転車の修理代の負担・修理場所

・塀や備品の修理代の負担

　　
●相手方に挨拶・面会・（謝罪）

　　　・責任関係がはっきりしないときは、謝罪をしない

・所長自らが、必要時に“必要なもの”を持っていく

・お金の交渉は、保険会社同士で行う旨を伝える

　　
●当事者スタッフのフォロー

・落ち込まないように、落ち着くように

・事故報告書を一緒に作成

　　　
　　　

連絡先

· 管理責任者

· 保険会社




・経過観察


・必要時挨拶に行く


・相手の連絡先を聞く


・事故報告書を作成


・管理責任者へ報告

















①人身事故





②器物破損





③なし








